
佐喜浜小創立 150周年記念誌 完成 
 

 

 

 

 

                           

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

佐喜浜小のあゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 自立・共生・貢献そしてふるさと創造 
   ～楽しい 美しい チャレンジ大好き さきはまっ子～ 

        

   

令和 6年（2024年）２月号 ＮＯ.110 

佐喜浜小学校創立 150 周年記念行事

実行委員会（西本啓純会長・植元茂男

記念誌作成委員長）他関係者の方々の

ご協力で、７６ページの記念誌が作成さ

れました。PTA や地域学校協働本部の

方々を始め、佐喜浜に住む方々に、配布

予定です。 

創立１５０周年を記念して、佐喜浜小・

中学校の子どもたちが書いた作文集で

す。佐喜浜小中の家庭数のみの配布と

なっています。（２月末配布予定）。学び

舎を大事に思う子どもたちの心が見え

る、胸に響く作文集ができ上がりました。 

佐喜浜ではじめて小学校が出来たのは、明治６年（１８７３）、今から１０４年前のこと

である。 

 明治５年８月学生令が発布されてから、早くも翌年、それ迄あった塾寺小屋を廃して、当

時廃寺となった大日寺を代校とし、「佐喜浜小学校講道館」の表札を掲げて発足した。 

 明治２０年４月からの学制改革で、義務教育が尋常小学校４年となり、明治２４年にその

上に高等小学校３年を置くことになった。昭和１０年頃に出来た校歌は今でも歌われてい

る。 

 昭和１６年４月１日、小学校は「佐喜浜国民学校」と標札が書き換えられた。国民精神総

動員、国民服の時代である。 

 戦後の昭和２２年４月１日より、６・３・３制が施行されて、国民学校は「佐喜浜小学

校」となり、再出発する。昭和３４年には、設立以来始めて講堂が建てられ、さらに昭和４

３年には、鉄筋コンクリート２階建ての近代建築８教室が完成した。その後、１００周年を

経て、運動場の拡充、プール建設、学校給食施設の完備など、内容外観ともに、学校の近代

化が着々と進んでいった。              


